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研究成果の概要： 
 
 本研究においては、欧米において社会学分野の学術雑誌に頻繁に用いられる新しい分析

モデルについて、理解し、社会学研究にどのように適用できるかを考え、実際に分析を行

ってみることである。本研究においては近年の社会学の理論構築のために収集された調査

データ、特に、変化を扱うことが可能であるパネルデータや、調査においての回答拒否を

含んだデータなどは、従来の分析方法では正確な推定値を算出することができないからで

ある。本研究では、アメリカの大学における統計学・データ解析に関する実際を知った上、

それらを分析する方法としてのそれらの新しい統計モデルやそれらを分析するソフトウェ

アに関する情報を収集した。採取的には、雑誌論文において、これらの新しい方法のいく

つかについて、論文を執筆して掲載した。 
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１．研究開始当初の背景 
 
 近年において、社会学が扱うデータには、
(1)グループもしくは階層に分けて分析し
ないために相関しているデータ、(2)系時的
に相関を持つデータ、(3)欠損データと相関

を持つデータが多く見られる。しかし、日
本においては、これらのデータの収集を含
め、分析モデルを専門とする研究者も、そ
れらを専門的に教授する学科やコースも少
ない。 
 たとえば、(1)や(2)のデータは、多くの場
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合、グループ間の比較やまた時間による変
化を捉えようとしたものである。現在の社
会学計の学術雑誌には、上記のデータを扱
うための相対的に高度な多変量分析手法が
用いられている。しかし、それらがどのよ
うな手法で、何がわかるか、そして、それ
らを用いるためには、どのようにデータを
加工し、どのような注意な必要かは理解で
きていない場合が多かった。このような背
景には、近年の社会学理論においては、「変
化」に対する強い関心とそれに関するパネ
ルデータなどの横断的データでは把握でき
ない変化についてのデータ収集への興味が
ある。従来から、発達心理学などの分野に
おいては、そのようなデータ収集は行われ
ていたものの、お金、労力はもとより、デ
ータの欠損やそのデータを分析する統計モ
デルの問題などが存在していた。しかし、
社会学的な問題関心としてのライフコース
に関わる個人としての人間やや家族などの
集団における態度や行動の変化の問題が、
新しい分析手法の開発とともに再浮上して
きたことがある。 
 また、(3)のようなデータは、社会調査に
おいては、ＤＫ（わからない）、ＮＡ（答え
たくない）などとして知られているもので
あり、これらは、データの信頼性を低める
ものである。これまでは、それらを含む個
票は無効票となり、データに偏りをもたら
すものである。しかし、近年、それらのミ
ッシングデータを含む調査票を一部のデー
タを用いて埋める技法が生まれている。 
 これについても、特に日本における、国
民の情報に対する神経質なほどの嫌悪から、
もちろん、これらは社会調査をはじめとす
るそれらの個人情報に携わる主体がそれら
の扱いをなおざりにしたけっかではあった
のであるが、社会調査において個人の解答
拒否などが多くなったことが背景として存
在する。 
 それらを含め、正しい手法を理解するこ
とにより、論文の読み方、すなわち、研究
者間のコミュニケーションをいっそう深め
るとともに、それらの手法を用いた新しい
社会学における理論を分析し、それらの理
論構築を進めることは我が国の社会学にお
いて必要なことであると考えた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、以下のものである。 
 １）先行研究の検討を通じて、HLM、
tubit、logit、ARIMA、イベントヒストリ
ー分析など、パネルデータを分析する各分
析モデルの理解を深めること。これらは、
特に、欧米を中心としてすでに行われてい
る先行研究などを中心とした参考文献など

の輪読などの形で行う。 
 ２）その上で、各モデルの利用にあたっ
て必要となる各種ソフトウェア（SPSS、
SAS、Stata、HLM、S-PLUS など）を用
いて、具体的な分析手順の習得に努めるこ
と。 
 ３）研究代表者や分担者がこれまで収集
してきた調査データや、二次データに対し
て各モデルを適用し、モデルの実証的有効
性を具体的に提示すること。 
 ４）上記の成果を報告書としてまとめ、
データ特性に合わせた分析の選択によって
より深い社会学的考察が可能になることを
示すとともに、社会学の領域においてこれ
らのモデルの利用を促進すること。 
 5）また、これらの前提として、欧米に
おけるこれらの分析手法の発達に関する実
態やそこに存在する発展の過程や理由など
の思想を学ぶことである。 
 
３．研究の方法 
 
 主として、研究代表者および連携研究者
によって、研究会を開催し、それらの多変
量解析手法を用いる文献や、それらの手法
に関する文献を輪読することにより、それ
らの理解を深める。また、同様に、それら
の手法を分析可能なソフトウェアの使用法
を研究する。 
 また、欧米の状況を調べるために、海外
に住む研究者にインタヴューし、また、個
別的には、それぞれが各データを用いて、
論文を執筆する。 
 
４．研究成果 
 
 本研究における成果の一つは、高度な多
変量解析手法の欧米における位置づけを認
識したことである。まず、われわれの研究
集団は、実際に、アメリカを訪問し、ワシ
ントン州立大学ヴァンクーヴァー校、およ
びオレゴン州立大学において、それぞれ佐
野嘉栄助教授、およびA.エーコック教授に
対してインタヴューを行った。それにより、
やはり欧米においては、専門的な教育によ
り、それらの手法の蓄積が行われているこ
とを知った。 
 第二に、多変量解析に関する実際の理解
と、ソフトウェアの利用に関する知識が向
上したことである。これらは、主として、
研究会における各成員の報告と文献の輪読
によりなされたことである。 

 主として、以下のような分析手法を扱っ

た。線形混合モデル（linear mixed model、 

multilevelモデルもしくは、HLMモデル）
によるクラス間の差異を検証する分析、成



 

 

長曲線モデル（一般化多変量分散分析、共
分散構造分析を用いた潜在成長曲線モデ
ル）tobitモデル、パネルデータを蓄積され
たプールドのデータに加工したものを分析
する固定効果モデル/変動効果モデル、離散
時間イベントヒストリー分析などである。
また、本研究の研究機関において以下のよ
うなソフトウェアを扱った。SAS、SPSS、
stata、Limdep/Nlogit、Mplus、amos、HML。 
 そして、最後に、社会学理論と結びつけ
た実際の論文を執筆したことである。特に、
数理社会学会機関誌である『理論と方法』
において特集を組み、本研究のメンバーの
うち、３名が査読付き論文を掲載した。中
田は、パネルデータを二次使用し、線
形混合モデルを利用した潜在成長曲線
モデルにより主観的健康感と退職との
関係を明らかにした。高田は、tobit
モデルを応用することによりミッシィ
ングデータのバイアスを勘案した形で
社会階層などの個人の属性と投票行動
との因果関係を検証した。最後に、村
上は、家計に関するパネルデータに対
して、離散時間ロジットモデルによっ
て個人の資産や社会階層と住宅取得の
関係を明らかにした。 
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